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偽
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス

の
『
神
秘
神
学
』

■

ア
レ
オ
パ
野
寺

大

出

折1二■

　
一
、
『
天
上
位
階
論
』
（
U
Φ
。
器
｝
窃
ユ
ぼ
臼
震
。
ぼ
帥
）
、
『
教
会
位
階
論
』
（
U
①
Φ
。
。
】
．
①
ω
置
。
。
識
8
菖
霞
錠
。
三
節
）
、
『
神
名
論
』
（
○
Φ
臼
証
巳
ω
づ
。
ー

ヨ
陣
駄
ぴ
β
ω
）
と
い
う
や
や
大
き
い
論
文
、
『
神
秘
神
学
』
（
U
o
田
中
叶
8
節
昏
Φ
o
δ
σ
q
陣
⇔
）
と
い
う
要
約
的
な
論
文
、
お
よ
び
十
通
の
書
簡
に
ぱ
、

使
徒
行
伝
×
≦
押
。
。
潟
に
臓
て
く
る
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
の
裁
判
官
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
名
前
が
著
者
名
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か

に
、
『
第
七
書
簡
』
二
節
に
お
け
る
・
キ
リ
ス
ト
の
御
死
去
の
さ
い
の
太
陽
の
蝕
に
つ
い
て
の
叙
述
、
儒
、
神
名
論
』
三
章
二
節
に
お
け
る
・
聖

母
マ
リ
ア
の
御
遺
骸
に
つ
い
て
の
鍼
述
、
バ
ト
モ
ス
島
に
流
さ
れ
た
使
徒
ヨ
ハ
ネ
に
宛
て
た
漏
、
第
十
書
簡
』
、
こ
れ
ら
は
、
こ
の
一
群
の

著
作
が
あ
の
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
印
象
は
、
十
六
世
紀
に
い
た
る
ま
で
著
作
者
た
ち
を

支
配
し
、
こ
の
著
作
群
が
あ
の
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
の
裁
判
官
の
手
に
な
る
と
い
う
説
に
力
を
与
え
続
け
て
き
た
。

　
二
、
こ
の
著
作
群
は
、
五
三
三
？
・
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
宗
教
対
談
に
お
い
て
、
セ
ヴ
エ
ル
ス
派
の
異
端
に
よ
っ
、
て
、
は
じ

め
て
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
（
O
δ
⇔
誘
ご
ω
諺
窓
○
饗
σ
q
陣
霞
）
と
い
う
名
称
で
引
用
さ
れ
て
以
来
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
真
正

の
作
と
し
て
多
く
の
著
作
者
た
ち
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
根
強
さ
は
、
デ
ィ
，
万
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
の
名
を
も
つ
著
作

群
が
偽
作
で
あ
る
と
主
張
し
た
ル
タ
ー
と
エ
ラ
ス
ム
ス
が
、
十
六
世
紀
に
パ
リ
ー
大
学
神
学
部
に
よ
っ
て
断
罪
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し

か
し
偽
作
説
は
次
第
に
力
を
得
、
十
九
世
紀
に
至
っ
て
シ
ユ
テ
ィ
グ
ル
マ
イ
ル
や
コ
ッ
ホ
が
、
『
神
名
論
』
と
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
老
ブ
ロ

ー　20　一



ク
ロ
ス
（
母
○
～
心
。
。
α
）
の
『
悪
の
実
体
に
つ
い
て
』
（
U
Φ
導
蹴
。
顕
ヨ
ω
に
ぴ
ω
岡
ω
審
β
け
芭
の
類
似
性
を
内
容
的
言
語
的
に
明
ら
か
に
し
て
以
来
、

確
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
著
作
群
は
、
五
世
紀
の
終
り
乃
至
は
六
世
紀
の
始
め
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
三
、
こ
の
外
来
の
思
想
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
主
義
お
よ
び
ス
コ
ラ
学
の
影
響
を
受
け
、
修
道
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
い
て
時
代

と
と
も
に
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
は
、
『
神
秘
神
学
』
、
と
く
に
そ
の
中
心
的
部
分
で
あ
る
第
一
章
を
と
り
あ
げ
、
神
学
の
発
展
に
と

も
な
う
改
変
の
過
程
を
素
描
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
四
、
繭
、
神
秘
神
学
』
注
解
の
皮
切
り
と
な
っ
た
の
は
、
東
方
教
会
の
マ
キ
シ
ム
ス
・
コ
ン
フ
エ
ツ
ソ
ル
（
五
八
○
頃
～
六
六
二
）
で
あ
る
。

モ
ー
セ
の
闇
へ
の
歩
み
入
り
（
一
章
三
節
）
に
つ
い
て
の
か
れ
の
注
解
は
こ
う
で
あ
る
。
「
か
れ
は
触
れ
ら
れ
な
く
見
ら
れ
な
い
〔
神
の
〕

精
神
の
う
ち
に
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
…
…
そ
し
て
、
不
知
と
〔
い
っ
さ
い
の
認
識
の
〕
休
止
に
よ
っ
て
…
…
ま
っ
た
く
認
識
さ
れ
え

な
い
も
の
と
…
…
合
一
さ
れ
…
…
何
も
認
識
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
さ
い
を
認
識
し
た
。
」
こ
の
よ
う
に
、
か
れ
の
注
解
は
ほ
と
ん

ど
原
典
の
精
神
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
五
、
西
欧
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
の
注
解
は
は
や
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
『
天

上
位
階
論
』
に
向
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
神
秘
神
学
』
の
注
解
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
十
二
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
う

ど
、
神
に
導
く
も
の
は
認
識
（
o
o
σ
q
践
コ
。
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
情
感
（
跳
①
。
ε
ω
）
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
論
争
さ
れ
て
い
た
頃
で

あ
る
。

　
六
、
最
初
の
注
解
老
は
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
リ
カ
ル
ド
ウ
ス
（
＝
七
三
残
）
で
あ
る
。
か
れ
は
モ
ー
セ
の
闇
へ
の
歩
み
入
り
を
こ

う
解
釈
す
る
。
「
モ
ー
セ
は
黒
雲
の
な
か
へ
と
歩
み
入
る
。
そ
の
と
き
、
人
間
の
精
神
は
、
あ
の
測
り
知
れ
な
い
神
の
光
に
よ
っ
て
呑
み

込
ま
れ
、
最
高
の
自
己
忘
却
に
よ
っ
て
麻
痺
さ
れ
る
。
そ
の
け
っ
か
、
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
経
験
さ
れ
て
い
る
も
の
の
不
知
と
忘
却
が
、

以
前
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
そ
れ
ま
で
は
経
験
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
開
示
と
知
解
に
和
合
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
共
に

同
時
に
人
間
の
知
性
が
、
一
方
で
は
神
的
な
も
の
へ
と
照
明
さ
れ
、
他
方
で
は
人
間
的
な
も
の
に
対
し
て
覆
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
モ
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ー
ゼ
の
闇
へ
の
歩
み
入
り
は
、
神
の
不
可
認
識
で
は
な
く
て
、
地
上
の
事
物
の
不
可
認
識
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
つ
い
に
霊
魂
は
、

管
感
に
お
い
て
神
と
合
一
す
る
に
い
た
る
。
神
の
直
視
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
非
ア
レ
オ
パ
ギ
憾
言
で
あ
る
。

　
七
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
学
派
か
ら
、
続
い
で
ヴ
エ
ル
チ
ェ
ソ
の
ト
マ
ス
が
現
わ
れ
る
。
　
「
神
秘
的
な
言
葉
の
い
た
だ
き
へ
と
わ
れ
わ
れ
を
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

か
れ
よ
」
（
一
章
一
節
）
が
、
聖
書
の
源
泉
で
あ
．
る
永
遠
な
み
こ
と
ば
の
観
想
へ
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
　
み
こ
と
ば
は
、
い
っ
さ
い
の
被
造

物
の
範
型
と
「
神
学
の
奥
義
」
（
一
章
一
節
）
と
を
端
的
に
絶
対
的
に
不
動
に
包
含
す
る
。
　
こ
の
範
型
の
う
ち
に
、
知
性
は
、
神
を
思
弁
的

に
（
。
。
幕
。
三
銭
く
Φ
）
認
識
す
る
。
　
こ
の
観
想
の
下
位
の
段
階
に
対
し
て
、
雲
の
閣
の
な
か
に
お
け
る
神
と
の
含
一
が
そ
び
え
る
。
　
こ
の
合

一
は
、
情
感
黛
♂
2
霧
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
情
感
ぱ
、
い
わ
ば
精
神
の
尖
端
で
あ
り
、
火
花
（
。
。
。
膨
甑
｝
芭
で
あ
り
、
神
と
の
舎
一
の
揚

所
で
あ
る
。

　
八
、
こ
の
ト
マ
ス
に
、
カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
士
・
バ
ル
マ
の
フ
ー
ゴ
ー
（
幸
三
世
紀
末
）
が
続
く
。
か
れ
は
、
「
い
っ
さ
い
の
存
在
し
な
い
も

の
と
存
在
す
る
も
の
と
を
捨
て
去
り
な
さ
い
」
（
一
章
一
節
）
か
ら
観
想
の
段
階
を
導
き
出
す
。
「
存
在
す
る
も
2
は
、
神
の
精
神
の
う

ち
に
あ
る
被
造
物
の
永
遠
な
範
型
を
意
味
す
る
。
こ
れ
の
観
想
が
最
下
の
段
階
で
あ
り
、
知
性
に
お
け
る
観
想
と
欝
わ
れ
る
。
こ
れ
の
上

位
に
位
す
る
も
の
が
愛
の
情
感
（
9
。
穿
9
三
角
ヨ
霞
圃
。
。
）
に
よ
る
観
想
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
下
読
の
先
行
約
黙
想
（
ヨ
①
洗
粉
臨
。
胃
㍗

①
〈
邑
と
上
位
の
合
一
的
叡
智
（
ω
碧
8
葺
㌶
弓
三
碧
）
と
に
わ
け
ら
れ
る
。
先
行
的
黙
想
の
対
象
は
、
「
存
在
し
な
い
も
の
」
、
す
な
わ
ち
、

眼
に
見
え
る
被
造
物
の
う
ち
に
は
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
三
位
一
体
、
神
の
諸
名
称
、
天
使
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
意
思
的
観
想
に

よ
っ
て
愛
の
清
感
に
ま
で
導
か
れ
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
情
感
の
希
求
翁
鵠
Φ
o
窪
ω
儀
Φ
ω
建
霞
貯
臼
）
に
よ
っ
て
含
一
的
叡
智
に
到
達
す
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
に
対
立
し
て
、
現
実
的
な
直
視
、
彼
岸
に
お
け
る
至
福
直
観
の
先
取
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
九
、
知
性
に
対
す
る
情
感
の
優
位
は
、
さ
ら
に
、
ボ
ナ
ヴ
エ
ソ
ト
ウ
ラ
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
か
れ
は
、
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
の
指
図
「
知
性

的
な
働
き
を
捨
て
去
り
な
さ
い
」
（
一
章
一
節
）
に
従
う
。
神
と
一
致
す
る
た
め
に
は
、
知
性
に
で
は
な
く
希
求
（
傷
⑦
。
・
凱
。
吋
ぼ
日
）
に
、
教
師

に
で
は
な
く
新
郎
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。
霊
約
上
昇
の
母
で
あ
る
祈
り
に
身
を
委
ね
、
熱
烈
な
愛
に
よ
っ
て
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ

一羽一



　
リ
ス
ト
へ
と
呑
み
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
脱
心
的
胱
惚
の
模
範
は
、
ア
ル
ヴ
エ
ル
ナ
山
の
静
寂
の
中
で
キ
リ
ス
ト
と
一
致
し
た
フ

　
ラ
ソ
シ
ス
コ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
精
神
が
読
み
こ
ま
れ
、
か
れ
の
ア
ル
ヴ
エ
ル
ナ
登
禁
が
ア
レ
オ

　
パ
ギ
タ
理
解
の
道
標
と
な
る
。

　
　
十
、
国
香
に
力
点
を
置
く
流
れ
に
対
し
て
、
知
性
に
力
点
を
置
く
流
れ
が
現
わ
れ
る
。
　
こ
の
源
が
ロ
ベ
ー
ル
・
グ
ロ
ッ
ス
テ
ス
ト
（
　

　
」
一
七
五
～
ご
竃
三
）
で
あ
る
。
か
れ
ば
、
知
性
の
「
見
る
現
実
態
」
（
⇔
。
貯
。
。
鼠
獣
ぐ
口
ω
）
と
門
見
る
可
能
態
」
（
娼
O
叶
①
昌
梓
｝
Q
〈
一
ω
H
〈
p
δ
）
と
を
区

　
珍
し
、
観
想
の
段
階
に
お
い
て
も
知
性
に
意
義
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
「
知
性
的
な
働
き
を
捨
て
去
り
な
さ
い
」
（
一
章
一
節
）
は
、
「
見
る

　
現
実
態
」
に
の
み
関
係
す
る
。
し
か
し
、
「
見
る
可
能
態
」
す
な
わ
ち
「
霊
的
に
見
る
能
力
」
ま
で
が
無
為
に
お
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
見
る
可
能
態
」
に
ぱ
た
だ
ち
に
、
神
の
光
り
を
受
け
容
れ
る
適
応
性
（
叢
書
巳
。
）
が
っ
く
り
出
さ
れ
る
。
　
こ
う
し
た
状
態
に
お
い
て
神

　
は
覆
い
な
し
に
現
わ
れ
、
み
ず
か
ら
の
光
で
知
性
を
照
明
す
る
。
こ
う
し
て
闇
は
、
神
と
の
一
致
に
達
す
る
通
過
段
階
に
す
ぎ
な
い
こ
と

　
と
な
る
。

　
　
十
一
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
（
＝
九
三
？
…
一
二
八
○
）
に
あ
っ
て
は
、
知
性
は
さ
ら
に
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
る
。
知
性
は

　
神
の
像
で
あ
り
、
こ
の
像
が
恩
寵
の
獲
得
に
よ
っ
て
新
た
に
さ
れ
る
と
き
、
精
神
は
現
実
に
神
を
模
倣
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
レ
オ
パ

　
ギ
タ
の
あ
の
勧
告
、
「
知
性
的
な
働
き
を
捨
て
宏
り
な
さ
い
」
（
一
章
一
節
）
に
は
、
限
定
が
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
捨
て
去
ら
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
本
性
に
合
致
す
る
知
性
的
な
働
き
、
つ
ま
り
、
感
覚
的
な
事
物
に
源
を
も
つ
認
識
だ
け
な
の
で
あ

　
る
。
神
の
光
か
ら
出
て
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
存
す
る
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
を
神
へ
と
上
昇
さ
せ
る
媒
介
と
な
り
、
知
性
が
そ
の
推
進
力
と

　
な
る
。

　
　
十
二
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
（
ご
一
二
六
頃
～
＝
ぞ
四
）
は
、
『
神
秘
神
学
』
の
注
解
を
著
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
か
れ
の
知
性
と

・
情
感
と
を
綜
合
す
る
立
場
は
、
十
五
世
紀
の
神
秘
家
山
ル
ト
ウ
ジ
オ
会
士
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
（
一
四
〇
二
乃
至
～
凶
〇
三
～
一
閣
七
こ
に
お

　
い
て
開
花
す
る
。

一
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知
性
に
ぱ
積
極
的
な
意
義
が
与
え
ら
れ
、
神
と
の
合
一
と
い
う
最
高
段
階
に
も
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
知
性
的
な
働
き
を
捨
て

去
り
な
さ
い
」
（
一
章
一
節
）
と
い
う
あ
の
勧
告
は
、
被
造
的
な
対
象
に
対
し
て
の
み
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
　
こ
の
勧
告
の
実
践
に
よ
っ
て
、

ひ
と
は
「
い
っ
そ
う
す
ぐ
れ
た
仕
方
で
合
一
さ
れ
る
」
（
一
章
一
節
）
。
　
こ
の
合
一
は
知
性
的
能
力
の
尖
端
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
知
性
に
よ
っ
て
目
火
が
切
ら
れ
た
神
と
の
合
一
は
、
つ
づ
い
て
、
情
感
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。

　
十
三
、
つ
い
で
、
カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
士
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の
友
人
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
（
一
四
〇
一
～
一
四
六
四
）
を
挙
げ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
入
生
の
雇
的
は
、
「
矛
盾
す
る
も
の
ど
も
が
一
致
す
る
単
純
性
へ
と
露
分
を
高
め
る
」
こ
と
で
あ
る
。
じ
つ
に
、
「
反
対
の
一
致
」
は
「
神

秘
神
学
へ
の
上
昇
の
は
じ
め
」
な
の
で
あ
る
。
か
れ
に
あ
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
は
「
知
性
的
な
希
求
の
終
局
」
な
の
で
あ
る
。

　
十
四
、
マ
ル
ス
ィ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
（
一
四
三
三
～
一
四
九
九
）
に
あ
っ
て
は
、
上
昇
の
導
き
手
は
愛
（
¢
ヨ
o
H
）
で
あ
る
。
愛
は
霊
魂
を

神
へ
と
呼
び
も
ど
す
合
一
性
で
あ
る
。
こ
の
合
一
性
は
霊
魂
の
尖
端
で
あ
り
、
知
性
よ
り
も
上
位
の
部
分
で
あ
る
。
神
と
の
合
一
は
、
知

性
を
神
に
向
け
て
つ
く
り
か
え
る
。
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
知
性
は
霊
魂
全
体
に
滲
透
し
、
霊
魂
は
い
わ
ば
知
性
と
し
て
働
く
こ
と
に

な
る
。

　
な
お
詳
細
は
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
」
第
七
号
（
上
智
大
学
出
版
部
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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